
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域連携センター通信  
６月号 

Vol.1  

文責：N科 井戸  

高校生のための関なかサーチ  活動報告 

関市との共同企画＆高大交流を兼ねて講師として 

参加させていただきましたのでご報告させていただきます 

日時：２０２４年６月１５日（土）９：３０～１６：0０ 

参加者：関市および近郊に通う高校生１６名と参加大学の大学生 

主催：関市役所 市民協働課 

参加大学：岐阜大学・中部学院大学・岐阜医療科学大学 

                                      《スケジュール》 

                              関市まちづくりの現状報告 

                               各大学講師より大学紹介と 

                                   専門分野のミニ講義 

                               せきてらす～本町通りを街歩き 

                               街歩きでの気づきをまとめる 

                              高校生による発表＆意見交換 

「フィールドワーク！せきてらす～本町通りを街歩き」 

担当した Cグループは 

「One small step ～できたらいいな♪こんな関（まち）～ 」 

をテーマに街歩きをしました。歩きながら高校生や大学生は、 

「せきてらすから歩くと意外と本町までが近いね」 

「こんなところに公園があったんだ！」 

「シャッターがおりているところが多いね」 

「商店街なのに人の声があまり聞こえなくてさみしい」 

「こんな取り組みをしていることを関に住んでて知らなかった」 

「おいしい食べ物がいっぱい！いい香りがする！」 

「時々おしゃれな建物があってそこからおしゃれな街並みが広がってる」 

「ひさしやアーケードがあったらいいのに」 

「すれ違う住民の人々が温かい！」 

とたくさんの気づきが聞かれました。 

↑街歩きの様子 

←社会実験でお

しゃれなベンチ

がいくつか設置

されていて座る

と涼しいです！ 

スペースを 

うまく使い 

変形する 

木製ベンチ

「本町ネク

スト」→ 

←←←← 

オ シ ャ レ

な カ フ ェ

に み ん な

大興奮♪ 

→→→→ 

ま と め の

様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「個人＆グループワーク 模造紙まとめ」 

街歩きをして「感想」「気づき」「あったらいいな♪」の３つの視点から互いに思いや意見を出して交流し、 

模造紙にまとめました✎個人ワークでは、とても集中して付箋に各々が街歩きして感じた思いを書き出してい

ました！グループワークでは、同じ内容ごとで整理し、上手にまとめることができました。市役所から事前に用

意して頂いた関市のキャラクター「はもみん」を切り取って貼ったり、よりわかりやすくなるよう挿絵やイメージ

図を張り付けたりと工夫していました！完成した模造紙を眺めながらみんなとても満足そうな笑顔でした☆ 

《発表会》 

高校生＆大学生で 

協力して発表をしました！

とても堂々としていて 

素敵な発表でした！ 

  《おわりに》                          

関キャンパス近くの本町通りとその周辺は関市の中でも空き家が特に多く、近年さまざまな街づくり活動が行われ

ています。今回高校生、本学大学生とこの企画に参加し、実際に街をゆっくりと歩き、五感を使って街に触れ、学生や

住民の皆様の声を聞きながら街づくりを考えることの大切さを改めて感じました。また、関市市民協働課の方々をはじ

め、この企画に毎年携わっていただいている各大学の先生や企業の方など、日頃から街づくりに興味・関心を持ち活

動している人々と出会い、街づくりの視点や活動を学べたことで、関市の今後の発展がとても楽しみであると感じまし

た。そして、今後もそういった活動に大学として積極的に参画し、地域と、そこに住む住民の皆様とのつながりを作って

いくことは、大変有意義であると感じるとともに、まずは One small step として、地域の活動を「知る」ことで、地域

が目指すものを捉え、共に考えていく姿勢を持ち、地域連携センターとしても事業に携わっていけたらと思いました。 

この度は貴重な機会をいただき誠にありがとうございました。 

   《本学からの参加》 

業務推進課：今井将太  

看護学科３N：多田・坂本・山田（真） 地域連携センター：N科 井戸 


